
な
ぜ
１
９
２
８
年
の
ソ
ビ
エ
ト
公
演
ま
で

海
外
公
演
が
な
か
っ
た
の
か

一
般
に
歌
舞
伎
の
海
外
公
演
と
い
う
と
、

１
９
２
８（
昭
和
３
）
年
の
ソ
ビ
エ
ト
公
演
か

ら
語
ら
れ
る
。
そ
れ
は
事
実
で
あ
る
が
、
そ
れ

で
は
な
ぜ
そ
れ
ま
で
海
外
公
演
が
な
か
っ
た

か
と
い
う
こ
と
が
、
忘
れ
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。

技
術
的
に
は
相
当
の
困
難
が
予
想
は
さ
れ
る

が
、
ロ
シ
ア
や
イ
タ
リ
ア
の
歌
劇
団
は
大
正

期
に
帝
国
劇
場
で
来
日
公
演
を
行
な
っ
て
い

る
の
だ
か
ら
、「
国
家
的
威
信
」
を
か
け
れ
ば
、

そ
れ
以
前
に
不
可
能
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

そ
れ
に
は
、
ま
ず
、
明
治
期
以
来
の
歌
舞

伎
の
位
置
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
当
時
の

海
外
へ
の
日
本
文
化
紹
介
の
場
と
い
え
ば
、

ま
ず
万
国
博
覧
会
で
あ
る
。
明
治
政
府
が
そ

こ
で
「
売
れ
筋
の
商
品
」
と
し
て
紹
介
し
た

の
は
、
19
世
紀
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
時
代
に

注
目
さ
れ
て
い
た
美
術
作
品
だ
っ
た
。
や
が

て
、
文
学
作
品
も
紹
介
さ
れ
る
が
、
詩
歌
は

や
は
り
勅
撰
や
桂
冠
と
い
う
言
葉
が
用
意
さ

れ
て
い
る
正
統
な
栄
光
を
担
う
も
の
だ
っ
た
。

そ
れ
に
比
べ
て
、
政
府
が
海
外
に
紹
介
し
よ

う
と
し
な
か
っ
た
の
が
、
音
曲
と
演
劇
で
あ

っ
た
。
そ
れ
ら
は
、
日
本
美
術
や
国
文
学
と

異
な
り
、
国
立
の
教
育
機
関
に
長
く
設
置
さ

れ
な
か
っ
た
よ
う
に
、
外
国
に
紹
介
す
る
に

は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
、
い
さ
さ
か
怪
し
げ
で
、

い
か
が
わ
し
い
も
の
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
明
治
期
に
は
日
本
の
芸
能
は

紹
介
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
と
い
う
と
、
そ

ん
な
こ
と
は
な
い
。
政
府
の
埒
外
の
と
こ
ろ

で
、
幕
末
か
ら
す
で
に
、
多
く
の
芸
人
た
ち

が
海
外
で
活
躍
し
て
い
た
こ
と
は
知
ら
れ
て

い
る
し
、
ロ
ン
ド
ン
、
ベ
ル
リ
ン
な
ど
の
日

本
人
村
で
、
外
国
人
の
手
に
よ
る
興
行
が
行

な
わ
れ
、
評
判
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
１
９
０
０
年
の
パ
リ
の
万
国
博
に

は
、
政
府
の
想
定
外
だ
っ
た
、
川
上
音
二
郎
・

貞さ
だ

奴や
っ
この
一
座
が
公
演
し
て
好
評
を
博
し
、
多

く
の
著
名
な
芸
術
家
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
与
え
て
い
た
の
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

そ
う
い
う
、
19
世
紀
末
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
流

行
と
、
有
名
無
名
の
芸
人
た
ち
の
活
躍
が
前
提

神
山

か
み
や
ま

彰あ
き
ら

明
治
大
学
教
授

かみやま あきら●東
京生まれ。専門は近代
日本演劇。1978年よ
り国立劇場芸能部制
作室で歌舞伎、新派の
制作を担当。96年よ
り現職。著書『近代演
劇の来歴ー歌舞伎の
一身二生』など

No.29

歌
舞
伎
を
よ
り
多
面
的
に

紹
介
す
る
時
代
が
や
っ
て
き
た

歌
舞
伎
の
海
外
公
演
の
変
遷

ソ連を訪問した左團次と映画監
督エイゼンシュテイン。『市川左
團次　歌舞伎紀行』の口絵より

bunshin
長方形



に
あ
っ
た
こ
と
は
、
以
後
の
歌
舞
伎
公
演
の

受
容
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

ソ
連
公
演
は
エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
の

映
画
手
法
に
も
影
響
を
与
え
た

１
９
２
８
年
に
初
の
歌
舞
伎
海
外
公
演
が

行
な
わ
れ
た
当
時
の
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
演
劇

人
に
は
、
す
で
に
歌
舞
伎
に
つ
い
て
の
関
心

が
高
ま
っ
て
い
た
。
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー

は
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
典
型
で
あ
る
、『
ミ
カ
ド
』

の
ナ
ン
キ
・
プ
ー
役
を
１
８
８
７
年
に
演
じ

て
い
た
し
、
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ッ
ド
も
、
貞
奴

に
演
劇
の
様
式
化
の
典
型
を
見
て
、
歌
舞
伎

を
応
用
し
た
と
目
さ
れ
る
試
み
を
行
な
っ
て

い
た
。
そ
う
い
う
下
地
が
あ
っ
て
実
現
し
た

の
が
、
二
代
目
市
川
左
團
次
一
行
の
初
の
海

外
公
演
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
成
果
は
単
行
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た

『
市
川
左
團
次
　
歌
舞
伎
紀
行
』（
平
凡
社
、
１

９
２
９
年
）
に
詳
し
い
。
そ
こ
に
は
多
く
の
賞

賛
と
い
く
つ
か
の
疑
問
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

だ
が
、
そ
れ
以
上
に
有
名
な
の
が
、『
映
画
の

弁
証
法
』（
角
川
文
庫
）
と
し
て
訳
さ
れ
て
い

る
、
映
画
監
督
エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
の
感
想

で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、『
忠
臣
蔵
』
の
四
段
目

の
城
明
渡
し
の
場
面
や
、『
修
禅
寺
物
語
』
を

例
に
、
独
自
の
視
点
で
論
じ
ら

れ
て
お
り
、
映
画
の
モ
ン
タ

ー
ジ
ュ
手
法
に
応
用
さ
れ
た

と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

歌
舞
伎
の
海
外
に
与
え
た

大
き
な
成
果
の
一
つ
と
さ

れ
て
い
る
。

た
だ
、
こ
の
公
演
の

演
目
の
多
く
は
、
西
洋

演
劇
の
影
響
を
受
け
た
「
新
歌
舞
伎
」
の
作

品
で
あ
る
の
は
重
要
で
あ
る
。
左
團
次
自
身

が
、
１
９
０
７
年
に
英
国
の
ア
カ
デ
ミ
ー
・

オ
ブ
・
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ア
ー
ツ
で
西
洋
演

劇
の
一
端
を
学
び
、
そ
の
影
響
を
帰
国
後
の

演
技
に
応
用
し
て
評
判
と
な
る
よ
う
な
俳
優

だ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
が
着
目
し
た
『
修

禅
寺
物
語
』
の
夜
叉
王
な
ど
は
、
明
ら
か
に

従
来
の
歌
舞
伎
の
「
老
け
役
」
の
演
技
体
系

と
違
う
こ
と
で
、
日
本
で
評
判
と
な
っ
た

「
新
歌
舞
伎
」
で
あ
り
、『
忠
臣
蔵
』
の
城
明

渡
し
の
引
き
道
具
の
舞
台
転
換
も
、
明
治
以

降
に
九
代
目
市
川
團
十
郎
が
つ
く
っ
た
型
に

よ
る
も
の
で
あ
り
、
江
戸
時
代
の
演
出
・
演

技
と
は
違
う
。
逆
に
言
え
ば
、「
近
代
化
」
さ

れ
た
も
の
だ
か
ら
こ
そ
、
ソ
ビ
エ
ト
の
演

劇
・
映
画
人
に
、
強
く
訴
え
る
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

日
本
で
は
ま
だ
リ
ア
リ
ズ
ム
が
理
想
で
あ

っ
た
が
、
西
洋
で
は
す
で
に
表
現
主
義
や
反

リ
ア
リ
ズ
ム
の
時
代
で
あ
り
、
こ
の
と
き
同

行
し
た
河
原
崎
長
十
郎
が
、
エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ

イ
ン
に
リ
ア
リ
ズ
ム
の
真
髄
を
教
え
て
ほ
し
い

と
言
う
と
、
エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
に
「
あ

な
た
た
ち
は
歌
舞
伎
の
よ
う
に
優
れ
た
表
現

体
系
を
持
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
リ
ア
リ
ズ

ム
な
ど
学
ぶ
必
要
は
な
い
」
と
言
わ
れ
た
挿

47

『娘道成寺』を踊る貞奴（左）と『鞘当』を演じる川上音二郎
一座。1900年の海外公演では『娘道成寺』と『鞘当』をアレ
ンジし、『芸者と武士』として演目をつくった

写真提供：早稲田大学演劇博物館所蔵　F70-02815、F70-02817

bunshin
長方形

bunshin
多角形



話
な
ど
は
、
当
時
の
日
本
と

西
洋
の
表
現
の
理
想
へ
の
ギ

ャ
ッ
プ
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。

１
９
３
０
年
代
に
も
、
岩

田
豊
雄（
獅
子
文
六
）
が
フ
ラ

ン
ス
に
留
学
中
、
筒
井
徳
二

郎
と
い
う
役
者
の
一
座
が
行

な
っ
た
公
演
を
、
有
名
な
演

出
家
の
シ
ャ
ル
ル
・
デ
ュ
ラ
ン

が
歌
舞
伎
と
し
て
絶
賛
し
た
。

岩
田
は
、
あ
れ
は
歌
舞
伎
で

も
何
で
も
な
い
と
反
論
し
て

も
、
自
分
た
ち
に
必
要
な
も

の
だ
か
ら
、
歌
舞
伎
で
な
く

て
も
何
で
も
い
い
ん
だ
と
言

っ
て
聞
か
な
か
っ
た
と
い
う
。

そ
う
い
う
日
本
文
化
へ
の

認
識
の
ず
れ
は
、
逆
の
立
場
で
も
あ
る
こ
と

で
あ
り
、
異
文
化
受
容
の
実
際
を
考
え
る
と
、

簡
単
に
批
判
す
る
だ
け
で
済
ま
す
わ
け
に
も

い
か
な
い
問
題
だ
と
思
う
。

諸
外
国
が
求
め
る
歌
舞
伎
の
イ
メ
ー
ジ
と

日
本
が
提
出
し
た
い
イ
メ
ー
ジ
の
違
い

第
二
次
大
戦
後
、
よ
う
や
く
海
外
公
演
が

再
開
さ
れ
る
。
１
９
５
５
年
の
中
国
公
演
に

始
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
か
ら
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
諸
国
、
ソ
ビ
エ
ト
、
南
米
諸
国
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
、
東
南
ア
ジ
ア
諸

国
か
ら
韓
国
ま
で
に
及
ぶ
各
国
で
の
１
９
９

１
年
ま
で
の
記
録
は
、『
歌
舞
伎
海
外
公
演
の

記
録
』（
松
竹
、
１
９
９
２
年
）
に
詳
細
に
収

録
さ
れ
て
い
る
。

演
目
は
、
海
外
公
演
に
伴
う
制
約
や
困
難

を
考
慮
す
る
と
、
ず
い
ぶ
ん
と
バ
ラ
エ
テ
ィ

に
富
ん
で
い
る
印
象
を
受
け
る
。
そ
の
な
か

で
、
演
目
の
推
移
を
見
て
い
く
こ
と
で
、
海

外
で
評
判
よ
く
理
解
さ
れ
た
演
目
と
、
そ
の

反
対
の
演
目
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
、
諸
外

国
が
求
め
る
歌
舞
伎
の
イ
メ
ー
ジ
や
、
日
本
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1
9
2
8
年

8
月
●

ソ
連
公
演（
モ
ス
ク
ワ
、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
）

左
團
次（
二
世
）、
松
鳶
、
長
十
郎
／『
忠
臣
蔵
』『
道
成
寺
』『
番
町
皿
屋
敷
』『
操
三

番
叟
』『
鳴
神
』『
だ
ん
ま
り
』『
鷺
娘
』『
修
禅
寺
物
語
』『
花
見
踊
』『
鳥
辺
山
』

1
9
5
5
年

10
月
●

中
国
公
演（
北
京
、
上
海
、
広
州
）

猿
之
助（
二
世
）、中
車
、段
四
郎（
三
世
）／『
傾
城
反
魂
香
』『
勧
進
帳
』『
春
色
男
女
道
成
寺
』

1
9
6
0
年

6
〜
7
月
●

ア
メ
リ
カ
公
演（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
）

勘
三
郎（
十
七
世
）、
松
緑（
二
世
）、
歌
右
衛
門（
六
世
）、
時
蔵
、
又
五
郎
／『
勧
進

帳
』『
壺
坂
』『
籠
釣
瓶
』『
道
成
寺
』『
忠
臣
蔵
』『
身
替
座
禅
』『
高
坏
』

1
9
6
1
年

8
月
●

ソ
連
公
演（
モ
ス
ク
ワ
、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
）

猿
之
助
、
歌
右
衛
門
、
段
四
郎
、
延
二
郎
／『
鳴
神
』『
連
獅
子
』『
籠
釣
瓶
』『
道

成
寺
』『
俊
寛
』

1
9
6
2
年

11
月
●

世
界
パ
ン
ト
マ
イ
ム
祭（
西
ベ
ル
リ
ン
）

梅
幸（
七
世
）／『
藤
娘
』『
京
人
形
』『
賤
機
帯
』

1
9
6
4
年

8
月
●

ハ
ワ
イ
公
演（
ホ
ノ
ル
ル
）

歌
右
衛
門
、
竹
之
丞
、
猿
之
助（
三
世
）、
権
十
郎
、
門
之
助（
七
世
）／『
二
人
三
番

叟
』『
鈴
ヶ
森
』『
忠
臣
蔵
』『
道
成
寺
』『
壺
坂
』『
連
獅
子
』『
隅
田
川
』

1
9
6
5
年

10
月
●

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
公
演（
ベ
ル
リ
ン
、
パ
リ
、
リ
ス
ボ
ン
）

勘
三
郎（
十
七
世
）、
梅
幸
、
羽
左
衛
門
、
九
朗
右
衛
門
、
門
之
助
／『
車
引
』『
俊

寛
』『
道
成
寺
』『
忠
臣
蔵
』『
鏡
獅
子
』

1
9
6
7
年

3
月
●

ハ
ワ
イ
公
演（
ホ
ノ
ル
ル
）

勘
三
郎
、
梅
幸
、
羽
左
衛
門
、
菊
之
助（
四
世
）
／『
鳴
神
』『
身
替
座
禅
』『
白
浪

五
人
男
』『
俊
寛
』『
勧
進
帳
』『
紅
葉
狩
』

8
月
●

カ
ナ
ダ
公
演（
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
）

歌
右
衛
門
、
松
緑
、
延
若
、
芝
翫
、
簑
助
、
辰
之
助（
初
世
）、
福
助（
八
世
）
／『
隅

田
川
』『
勧
進
帳
』『
傾
城
反
魂
香
』『
道
成
寺
』『
藤
娘
』

1
9
6
9
年

9
〜
10
月
●

ア
メ
リ
カ
公
演（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、シ
カ
ゴ
、ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
）

松
緑
、
梅
幸
、
九
朗
右
衛
門
、
簑
助
、
菊
之
助
、
辰
之
助
／『
忠
臣
蔵
』『
鏡
獅
子
』

『
熊
谷
陣
屋
』『
紅
葉
狩
』

1
9
7
2
年

6
月
●

訪
欧
公
演（
ロ
ン
ド
ン
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
）

歌
右
衛
門
、
鴈
治
郎（
二
世
）、
延
若
、
芝
翫
、
竹
之
丞
、
福
助
／『
忠
臣
蔵
』『
隅
田
川
』

●

ベ
ニ
ス
公
演

訥
升
、
田
之
助
／『
吉
田
屋
』

1
9
7
3
年

4
〜
5
月
●

北
米
公
演（
ワ
シ
ン
ト
ン
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）

又
五
郎
、
八
重
之
助
、
研
修
修
了
生
／
『
手
習
子
』『
車
引
』『
鯨
の
だ
ん
ま
り
』

『
角
力
場
』『
鞍
馬
山
だ
ん
ま
り
』『
立
廻
り
』

1
9
7
6
年

10
〜
11
月
●

北
米
公
演（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、ワ
シ
ン
ト
ン
D
C
、ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、ホ
ノ
ル
ル
ほ
か
）

又
五
郎
、八
重
之
助
、九
朗
右
衛
門
、研
修
生
／『
立
廻
り
』『
鯨
の
だ
ん
ま
り
』『
鏡
山
』ほ
か

1
9
7
7
年

3
月
●

東
南
ア
ジ
ア
公
演（
タ
イ
、
ビ
ル
マ
、
イ
ン
ド
）

羽
左
衛
門
、
鶴
蔵
／『
釣
女
』『
お
目
見
得
だ
ん
ま
り
』『
車
引
』

8
〜
9
月
●
イ
ギ
リ
ス
、ア
メ
リ
カ
、カ
ナ
ダ
公
演（
ロ
ン
ド
ン
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、ワ
シ
ン
ト
ン
D

C
、オ
タ
ワ
ほ
か
）

猿
之
助
、
門
之
助
、
段
四
郎（
四
世
）／『
義
経
千
本
桜
』『
黒
塚
』

1
9
7
8
年

2
〜
3
月
●

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
公
演（
シ
ド
ニ
ー
、
メ
ル
ボ
ル
ン
、
ア
デ
レ
ー
ド
）

歌
右
衛
門
、
延
若
、
福
助
、
松
江
／『
義
経
千
本
桜
』『
隅
田
川
』

歌舞伎海外公演の歴史

戦後初めての歌舞伎海外公演は中国での公演だった。三代目市川段四郎と京劇
の隈取りをした俳優（1955年10月） 写真提供：松竹大谷図書館（49ページも）
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側
が
提
出
し
た
い
そ
れ
と
の
差
異
と
推
移
の

発
見
で
も
あ
る
。

最
も
評
判
よ
く
、
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
演

目
の
代
表
が
『
俊
寛
』
で
あ
る
。
逆
に
当
初

紹
介
さ
れ
た
が
、
あ
る
時
期
か
ら
海
外
公
演

の
演
目
か
ら
外
れ
た
の
が
、『
娘
道
成
寺
』
や

『
車

く
る
ま

引び
き

』
の
よ
う
な
、
女
方
の
舞
踊
や
荒
事
と

い
う
、
歌
舞
伎
の
様
式
性
の
魅
力
を
前
景
化

し
た
も
の
で
あ
る
、

舞
踊
で
も『
隅
田
川
』
や『
身
替
座
禅
』
の

よ
う
な
、
親
子
、
夫
婦
と
い
う
関
係
の
明
確

な
も
の
は
人
気
が
あ
る
。
た
だ
し
、
解
説
や

劇
評
が
賞
賛
の
あ
ま
り
、
過
剰
な
解
釈
に
な

る
場
合
が
あ
る
の
が
、
こ
れ
も
繰
り
返
し
上

演
さ
れ
る『
勧
進
帳
』
の
場
合
で
、
一
般
の
観

客
と
劇
評
と
の
感
覚
が
異
な
る
の
は
、
ど
こ

で
も
同
じ
で
あ
ろ
う
が
、
日
本
の
観
客
が
こ

の
よ
う
な
解
釈
で
弁
慶
や
富
樫
の
芝
居
を
楽

し
ん
で
い
る
と
は
思
え
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

ま
た
、
国
に
よ
っ
て
反
応
が
違
う
の
も
当

然
で
あ
り
、『
忠
臣
蔵
』
の
判
官
切
腹
の
場
面

な
ど
が
、
欧
州
公
演
と
韓
国
公
演
と
で
、
反

応
が
異
な
っ
た
の
は
、
海
外
文
化
受
容
の
複

雑
さ
を
実
感
さ
せ
ら
れ
る
。

91
年
に
は
、
明
治
期
の
海
外
文
化
受
容
の

特
徴
を
現
し
た
翻
案
劇
が
英
国
で
上
演
さ
れ

た
。
仮
名
垣
魯
文
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の『
ハ

ム
レ
ッ
ト
』
の
翻
案『
葉は

武む

列
土

れ
っ
と

倭や
ま
と

錦に
し
き

絵え

』

が
そ
れ
で
あ
る
。

94
年
の『
俊
寛
』
の
能
、
文
楽
、
歌
舞
伎
に

よ
る
、
上
演
の
試
み
な
ど
は
、
日
本
で
は
不

可
能
な
形
態
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を

理
解
す
る
う
え
で
、
興
味
深
い
公
演
だ
っ
た

と
い
え
る
。
な
お
、
こ
の
公
演
で
は
、
大
道
具

を
現
地
で
作
成
す
る
試
み
が
行
な
わ
れ
た
の

も
興
味
深
い
。
演
劇
の
上
演
は
、
そ
の
劇
場

の
条
件
に
左
右
さ
れ
る
し
、
大
道
具
、
照
明
、

音
響
等
の
劇
場
技
術
や
、
現
地
の
ス
タ
ッ
フ
と

の
関
係
な
ど
も
、
重
要
な
課
題
な
の
で
あ
る
。

な
お
、
１
９
８
０
年
代
に
な
る
と
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
や
レ
ク
チ
ャ
ー
・
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
が
活
発
に
行
な
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
若
い
世
代
の
俳
優
は
、
セ
ー
ル

初めてのアメリカ公演。ニューヨークを闊歩する十七代目中村
勘三郎、二代目尾上松緑、六代目中村歌右衛門（1960年）
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1
9
7
9
年

1
月
●

中
国
公
演（
北
京
、
杭
州
、
上
海
）

梅
幸
、
松
緑
、
羽
左
衛
門
、
辰
之
助
、
権
十
郎
、
門
之
助
、
簑
助
／『
忠
臣
蔵
』

『
鏡
獅
子
』

1
〜
2
月
●

ア
メ
リ
カ
公
演（
ワ
シ
ン
ト
ン
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
）

勘
三
郎
、
富
十
郎
、
勘
九
郎（
五
世
）、
我
當
、
澤
村
藤
十
郎（
二
世
）／『
御
祝
儀
』

『
舞
曲
』『
俊
寛
』『
連
獅
子
』

1
9
8
1
年

10
月
●

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
公
演（
西
ベ
ル
リ
ン
、
パ
リ
、
イ
タ
リ
ア
、
ロ
ン
ド
ン
）

猿
之
助
、
門
之
助
、
段
四
郎
／『
俊
寛
』『
黒
塚
』『
連
獅
子
』

1
9
8
2
年

6
〜
7
月
●

ア
メ
リ
カ
公
演（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ワ
シ
ン
ト
ン
ほ
か
）

歌
右
衛
門
、
勘
三
郎
、
富
十
郎
、
海
老
蔵（
十
世
）、
福
助
、
玉
三
郎
／『
鳴
神
』『
身

替
座
禅
』『
隅
田
川
』『
熊
谷
陣
屋
』『
棒
し
ば
り
』『
将
門
』『
勧
進
帳
』

1
9
8
3
年

4
〜
5
月
●

ア
メ
リ
カ
公
演（
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、
カ
ラ
カ
ス
、
リ
マ
、
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
）

又
五
郎
、
勘
九
郎
、
児
太
郎
、
研
修
修
了
生
／『
寿
式
三
番
叟
』『
立
廻
り
』『
鳴

神
』『
羽
根
の
禿
』『
茶
壺
』

5
〜
6
月
●

訪
欧
歌
舞
伎
教
室（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
イ
タ
リ
ア
）

猿
之
助
、
段
四
郎
、
門
之
助
／『
口
上
』『
鈴
ヶ
森
』『
妹
背
山
御
殿
』『
根
元
曽
我
』

『
蜘
蛛
の
糸
』『
夏
祭
』『
千
本
桜
』（
映
画
）『
鳴
神
』

1
9
8
4
年

5
月
●

ア
メ
リ
カ
公
演（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
）

玉
三
郎
／『
鷺
娘
』『
黒
髪
』『
逝
く
春
』『
鐘
が
岬
』

6
月
●

ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
河
川
博
公
演

扇
雀
、
智
太
郎
／『
七
福
神
』

8
月
●

ア
メ
リ
カ
公
演（
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
）

辰
之
助
、
友
右
衛
門
、
芝
雀
／『
ま
つ
り
』『
土
蜘
』

1
9
8
5
年

5
〜
6
月
●

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
公
演（
イ
タ
リ
ア
、
ス
イ
ス
、
西
ド
イ
ツ
ほ
か
）

猿
之
助
、
門
之
助
、
段
四
郎
、
児
太
郎
／『
義
経
千
本
桜
』（
大
物
浦
、
吉
野
山
、

川
連
館
ほ
か
）3
プ
ロ

7
〜
8
月
●

ア
メ
リ
カ
公
演（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ワ
シ
ン
ト
ン
D
C
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
）

松
緑
、
團
十
郎
（
十
二
世
襲
名
披
露
）、
辰
之
助
、
孝
夫
、
玉
三
郎
、
左
團
次
／『
暫
』

『
太
刀
盗
人
』『
口
上
』『
か
さ
ね
』／『
土
蜘
』『
東
文
章
』

1
9
8
6
年

4
月
●

南
米
公
演（
ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
）

又
五
郎
、
田
之
助
、
八
十
助（
五
世
）、
萬
次
郎
／『
毛
抜
』『
太
刀
盗
人
』『
新
口
村
』

6
月
●

フ
ラ
ン
ス
公
演（
パ
リ
）

孝
夫
、
玉
三
郎
／『
鳴
神
』『
か
さ
ね
』

8
〜
9
月
●

カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ
公
演（
バ
ン
ク
ー
バ
ー
、
シ
ア
ト
ル
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
）

富
十
郎
、
藤
十
郎
、
橋
之
助
／『
連
獅
子
』『
藤
娘
』

1
9
8
7
年

6
月
●

ソ
連
公
演（
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
、
モ
ス
ク
ワ
ほ
か
）

歌
右
衛
門
、羽
左
衛
門
、扇
雀
、富
十
郎
、福
助
／『
勧
進
帳
』『
隅
田
川
』『
傾
城
反
魂
香
』

10
〜
11
月
●

猿
之
助
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
公
演（
マ
ド
リ
ー
ド
、
パ
リ
、
ロ
ン
ド
ン
ほ
か
）

猿
之
助
、
門
之
助
、
段
四
郎
、
児
太
郎
／『
義
経
千
本
桜（
忠
信
編
）』

1
9
8
8
年

6
〜
7
月
●

カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ
、
メ
キ
シ
コ
公
演（
ト
ロ
ン
ト
、
オ
タ
ワ
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
、

シ
カ
ゴ
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
ほ
か
）

扇
雀
、
我
當
、
智
太
郎
／『
恋
飛
脚
大
和
往
来
』

7
〜
8
月
●

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
公
演（
ブ
リ
ス
ベ
ン
、
シ
ド
ニ
ー
、
メ
ル
ボ
ル
ン
ほ
か
）

歌
右
衛
門
、
團
十
郎
、
福
助
、
松
江
／『
連
獅
子
』『
隅
田
川
』

9
月
●

韓
国
公
演（
ソ
ウ
ル
、
釜
山
）

梅
幸
、
羽
左
衛
門
、
菊
五
郎（
七
世
）、
田
之
助
、
彦
三
郎
／『
忠
臣
蔵
』『
身
替
座
禅
』
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ス
ト
ー
ク
に
も
長
け
て
い
る
の
で
、
海
外
の

観
客
に
、
理
解
を
深
め
る
役
割
を
果
た
し
た

の
は
間
違
い
な
い
。
ま
た
、
こ
の
こ
ろ
か
ら

の
観
客
の
反
応
を
見
て
も
、
同
時
通
訳
だ
け

で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
を
伝
え
る
イ
ヤ

フ
ォ
ン
ガ
イ
ド
等
の
普
及
の
効
果
も
大
き
い
。

た
だ
し
、
好
意
的
な
評
価
が
、
必
ず
し
も

正
確
な
評
価
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
先
に

述
べ
た
『
修
禅
寺
物
語
』
や
、
同
じ
岡
本
綺

堂
の
『
鳥
辺
山
心
中
』
も
ま
た
、
元
来
は
、

西
洋
演
劇
の
演
技
体
系
を
取
り
入

れ
て
つ
く
ら
れ
た
「
新
歌
舞
伎
」

と
呼
ば
れ
る
作
品
群
の
一
つ
で
あ

る
。
最
近
も
上
演
さ
れ
た
『
鳥
辺

山
心
中
』
で
主
人
公
の
菊
地
半
九

郎
が
、
後
ろ
向
き
に
な
っ
て
右
腕

を
無
雑
作
に
直
線
的
に
延
ば
し
て

月
を
指
す
演
技
な
ど
は
、
従
来
の

曲
線
的
に
形
を
つ
く
っ
て
ゆ
っ
た

り
と
指
さ
す
古
典
的
な
歌
舞
伎
の

演
技
と
異
質
の
、
西
洋
的
な
運
動

の
感
覚
と
し
て
大
正
時
代
に
評
価

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
舞
踊
の『
高
杯

た
か
つ
き

』
は
、
昭

和
年
間
に
流
行
し
た
タ
ッ
プ
ダ
ン

ス
を
取
り
入
れ
て
、
宝
塚
歌
劇
の

作
者
が
つ
く
っ
た
演
目
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
が
西
洋
の
要

素
を
取
り
入
れ
て
つ
く
ら
れ
た
演
目
で
あ
る

こ
と
が
、
理
解
さ
れ
て
い
な
い
評
価
も
見
受

け
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
日
本
の
歌
舞
伎
俳
優
が

演
じ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
ど
ん
な
演
目
で
も
、

日
本
的
、
古
典
的
、
伝
統
的
な
美
意
識
に
よ

る
表
現
と
す
る
評
価
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

ま
だ
海
外
に
紹
介
さ
れ
て
い
な
い

重
要
な
作
品
が
た
く
さ
ん
あ
る

21
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
、
そ
れ
ま
で
の
海

外
公
演
と
異
な
る
特
質
が
現
れ
て
き
た
。
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1
9
8
8
年

10
月
●

エ
ジ
プ
ト
公
演（
カ
イ
ロ
）

富
十
郎
、
藤
十
郎
／『
俊
寛
』『
藤
娘
』『
棒
し
ば
り
』

1
9
8
9
年

9
月
●

ア
メ
リ
カ
公
演（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ワ
シ
ン
ト
ン
）

猿
之
助
、
段
四
郎
／『
義
経
千
本
桜
』（
川
連
館
ほ
か
）、『
黒
塚
』

10
月
●

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
公
演（
ベ
ル
ギ
ー
、
東
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）

團
十
郎
、玉
三
郎
、左
團
次
、時
蔵
、八
十
助
／『
棒
し
ば
り
』『
鷺
娘
』『
熊
谷
陣
屋
』

1
9
9
0
年

6
〜
7
月
●

ア
メ
リ
カ
公
演（
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、
シ
ア
ト
ル
ほ
か
12
都
市
）

吉
右
衛
門
、
宗
十
郎
、
歌
昇
、
児
太
郎
／『
身
替
座
禅
』『
鳴
神
』『
於
染
四
役
』

『
勧
進
帳
』

●

東
南
ア
ジ
ア
公
演（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
ニ
ラ
、
香
港
、
台
北
）

菊
五
郎
、
八
十
助
、
正
之
助
／『
舌
出
三
番
叟
』『
鷺
娘
』『
身
替
座
禅
』

10
月
●

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
公
演（
パ
リ
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
）

歌
右
衛
門
、
富
十
郎
、
福
助
、
田
之
助
、
松
江
／『
身
替
座
禅
』『
隅
田
川
』

1
9
9
1
年

9
〜
10
月
●

イ
ギ
リ
ス
、ア
イ
ル
ラ
ン
ド
公
演（
ロ
ン
ド
ン
、ダ
ブ
リ
ン
、ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
）

染
五
郎
、
田
之
助
、
松
助
／『
葉
武
列
土
倭
錦
絵
』

10
月
●

イ
ギ
リ
ス
公
演（
ロ
ン
ド
ン
）

玉
三
郎
、
勘
九
郎
／『
鳴
神
』『
鏡
獅
子
』『
鷺
娘
』

1
9
9
3
年

9
月
●

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
公
演（
リ
ス
ボ
ン
、
ベ
ル
リ
ン
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
）

猿
之
助
、
段
四
郎
、
信
二
郎
、
右
近
／『
黒
塚
』『
双
面
道
成
寺
』
／『
連
獅
子
』

●

ア
メ
リ
カ
公
演（
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
）

梅
幸
、
三
津
五
郎（
九
世
）、
萬
次
郎
、
辰
之
助
／『
根
元
草
摺
引
』『
藤
娘
』『
越
後

獅
子
』『
舌
出
三
番
叟
』『
賤
機
帯
』

1
9
9
4
年

7
月
●

能
・
文
楽
・
歌
舞
伎
合
同
『
俊
寛
』
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
公
演
（
ウ
ィ
ー
ン
、
プ
ラ
ハ
、
ロ

ン
ド
ン
ほ
か
）

又
五
郎
、
梅
若
恭
行
（
能
）、
吉
田
文
雀
（
文
楽
）／『
俊
寛
』

1
9
9
6
年

2
月
●

イ
タ
リ
ア
公
演（
ナ
ポ
リ
、
ジ
ェ
ノ
バ
、
ロ
ー
マ
、
ミ
ラ
ノ
）

富
十
郎
、
吉
右
衛
門
、
團
蔵
、
時
蔵
／『
釣
女
』『
俊
寛
』

8
月
●

東
南
ア
ジ
ア
公
演（
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
、
バ
ン
コ
ク
）

猿
之
助
、
門
之
助
、
右
近
／『
義
経
千
本
桜（
鳥
居
前
・
四
の
切
）』

9
月
●

ア
メ
リ
カ
公
演（
ダ
ラ
ス
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
、
バ
ー
ク
レ
ー
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
）

吉
右
衛
門
、
宗
十
郎
、
左
團
次
、
松
江
／『
釣
女
』『
俊
寛
』

10
月
●

香
港
公
演

吉
右
衛
門
、
萬
次
郎
／『
鳴
神
』『
藤
娘
』

1
9
9
7
年

9
月
●

台
湾
公
演（
台
北
、
高
雄
）

羽
左
衛
門
、
我
當
、
萬
次
郎
／『
忠
臣
蔵
七
段
目
』『
藤
娘
』

12
月
●

フ
ラ
ン
ス
公
演（
ボ
ル
ド
ー
、
パ
リ
）

雀
右
衛
門
、
富
十
郎
、
友
右
衛
門
、
芝
雀
／『
二
人
椀
久
』『
傾
城
反
魂
香
』

1
9
9
8
年

6
月
●

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
公
演（
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
）

勘
九
郎
、
十
蔵
、
亀
蔵
、
勘
太
郎
、
七
之
助
／『
龍
虎
』『
乱
』『
連
獅
子
』

2
0
0
0
年

9
月
●

フ
ラ
ン
ス
公
演（
リ
ヨ
ン
）

勘
九
郎
、
亀
蔵
、
七
之
助
／『
棒
し
ば
り
』『
連
獅
子
』

10
月
●

韓
国
公
演（
ソ
ウ
ル
）

芝
雀
、
信
二
郎
／『
春
香
伝
』（
日
中
韓
共
演
）

2
0
0
1
年

2
〜
3
月
●

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
公
演（
イ
タ
リ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ド
イ
ツ
）

萬
次
郎
／『
藤
娘
』

文化大革命終結後に行なわれた中国公演。『忠臣蔵』の開幕（1979年）
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そ
れ
は
、
題
材
と
し
て
は
古
典
歌
舞
伎
で

あ
る
も
の
の
、
１
９
６
０
年
代
の
小
劇
場
・

ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
演
劇
で
活
躍
し
た
串

田
和
美
の
脚
本
、
演
出
に
よ
る
『
夏
祭
浪
花

鑑
』
や『
法
界
坊
』
の
よ
う
な
新
し
い
試
み
が

そ
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
今
回

上
演
さ
れ
る
『
十
二
夜
』
の
よ
う
な
、
シ
ェ

イ
ク
ス
ピ
ア
作
品
を
翻
案
の
形
に
し
て
、
す

で
に
世
界
的
に
著
名
な
演
劇
人
で
あ
る
蜷
川

幸
雄
の
演
出
に
よ
る
上
演
と
い
う
試
み
が
行

な
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
歌
舞
伎
を
「
伝
統

的
古
典
演
劇
」
と
い
う
紋
切
り
型
の
イ
メ
ー

ジ
か
ら
解
放
す
る
、
大
き
な
意
味
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
海
外
で
は
、
様
式
的
な
美
を
強
調

す
る
演
目
よ
り
も
、
普
遍
的
な
題
材
や
テ
ー

マ
を
含
ん
だ
演
目
の
ほ
う
が
、
共
感
を
呼
び

や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
前
提
で

は
あ
る
が
、
逆
に
、
そ
の
考
え
が
演
目
の
幅

を
狭
め
て
い
た
と
も
言
え
る
。
以
前
は
上
演

さ
れ
な
か
っ
た
『
夏
祭
浪
花
鑑
』
や
『
法
界

坊
』
に
し
て
も
、
あ
る
い
は
『
十
二
夜
』
に

し
て
も
、
必
ず
し
も
普
遍
的
な
テ
ー
マ
を
扱

っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
ど
ん
な
天
才
の

戯
曲
も
無
意
識
に
時
代
の
制
約
を
受
け
て
、

そ
の
枠
組
の
な
か
で
つ
く
ら
れ
る
の
で
、
い

つ
の
時
代
も
共
感
で
き
る
普
遍
性
と
い
う
概

念
が
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
ギ
リ
シ
ア
悲
劇

や
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
残
虐
性
に
し
て
も
、

一
般
的
に
は
共
感
で
き
る
題
材
で
も
テ
ー
マ

で
も
な
い
。『
勧
進
帳
』『
忠
臣
蔵
』
も
名
作

だ
が
、
韓
国
で
の
一
部
の
反
応
を
見
れ
ば
必

ず
し
も
ど
の
国
で
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
テ
ー

マ
と
は
言
え
な
い
の
が
理
解
で
き
る
。『
壺
坂

霊
験
記
』
や
『
吃
又

ど
も
ま
た

』
の
よ
う
な
演
目
は
、

夫
婦
愛
と
い
う
ば
か
り
で
は
な
く
、
外
国
に

も
多
く
あ
る
奇
跡
や
信
仰
の
側
面
か
ら
理
解

さ
れ
て
も
い
い
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
海
外
公
演
が
こ
れ
ほ
ど

多
く
な
っ
て
も
、
最
も
人
気
の
あ
る
作
者
で

あ
り
、
歌
舞
伎
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
何
割
か

を
占
め
る
河
竹
黙
阿
弥
の
作
品
が
、
舞
踊
以

外
は
『
白
浪

し
ら
な
み

五
人
男
』
の
一
部
を
除
く
と
、

紹
介
さ
れ
て
い
な
い
の
は
不
思
議
で
あ
る
。

黙
阿
弥
作
品
は
、
場
面
数
が
多
く
、
登
場
人

物
も
多
い
の
で
制
作
の
立
場
か
ら
す
る
と
、

取
り
上
げ
に
く
い
の
は
理
解
で
き
る
。

ま
た
、
黙
阿
弥
作
品
が
取
り
上
げ
ら
れ
な

い
の
と
関
係
す
る
が
、
四
世
鶴
屋
南
北
作
の

『
桜

さ
く
ら

姫ひ
め

東あ
ず
ま

文ぶ
ん

章し
ょ
う』

を
例
外
と
し
て
、
依
然
と

し
て
歌
舞
伎
の
紹
介
が
、
き
れ
い
で
明
る
い
イ

メ
ー
ジ
の
も
の
に
偏
っ
て
い
る
感
じ
が
す
る
。

ど
こ
の
国
の
演
劇
に
も
必
ず
含
ま
れ
て
い
る

暗
い
闇
の
側
面
が
紹
介
さ
れ
な
い
の
は
、
か
え

っ
て
不
自
然
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
海
外
公

演
で
は
、
歌
舞
伎
は
さ
ら
に
、
多
面
的
に
紹
介

さ
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。a

世界と出会う歌舞伎特集

5
〜
6
月
●

イ
ギ
リ
ス
公
演
（
ロ
ン
ド
ン
）

鴈
治
郎（
三
世
）、
翫
雀
、
扇
雀
／『
釣
女
』『
曽
根
崎
心
中
』

11
月
●

バ
ル
ト
三
国
公
演（
ラ
ト
ビ
ア
、
エ
ス
ト
ニ
ア
、
リ
ト
ア
ニ
ア
）

萬
次
郎

2
0
0
2
年

3
月
●

ア
メ
リ
カ
公
演（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
）

鴈
治
郎
／『
藤
娘
』

8
月
●

香
港
公
演

萬
次
郎
、
正
之
助
、
右
之
助
／『
忠
臣
蔵
』『
連
獅
子
』
ほ
か

2
0
0
3
年

6
月
●

ロ
シ
ア
公
演（
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
）

鴈
治
郎
、
翫
雀
／『
曾
根
崎
心
中
』

2
0
0
4
年

3
月
●

台
湾
公
演（
台
北
、
高
雄
、
台
南
、
台
中
、
宜
藍
）

萬
次
郎
／『
忠
臣
蔵
』『
鈴
ケ
森
』『
藤
娘
』

5
月
●

中
国
公
演（
北
京
）

鴈
治
郎
、
翫
雀
／『
太
刀
盗
人
』『
藤
娘
』

7
月
●

ア
メ
リ
カ
公
演（
ボ
ス
ト
ン
、
ワ
シ
ン
ト
ン
）

勘
九
郎
、
扇
雀
、
橋
之
助
／『
棒
し
ば
り
』『
連
獅
子
』

●

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
演

勘
九
郎
、
扇
雀
、
橋
之
助
／『
夏
祭
浪
花
鑑
』

10
月
●

フ
ラ
ン
ス
公
演（
パ
リ
）

團
十
郎
、海
老
蔵
（
十
一
世
襲
名
披
露
）、菊
之
助
／『
鳥
辺
山
心
中
』『
口
上
』『
鏡
獅
子
』

2
0
0
5
年

4
月
●

韓
国
公
演（
ソ
ウ
ル
、
光
州
、
釜
山
）

鴈
治
郎
、
翫
雀
、
亀
鶴
、
橘
三
郎
／『
曾
根
崎
心
中
』『
棒
し
ば
り
』

6
月
●

ア
メ
リ
カ
公
演（
シ
ア
ト
ル
、
バ
ー
ク
レ
ー
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
）

鴈
治
郎
、
翫
雀
、
亀
鶴
／『
棒
し
ば
り
』『
曽
根
崎
心
中
』

8
〜
9
月
●

ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
公
演
（
サ
ン
タ
ン
デ
ル
、サ
ラ
マ
ン
カ
、バ
ル
セ
ロ
ナ
、リ
ス
ボ
ン
）

萬
次
郎
／『
藤
娘
』

2
0
0
6
年

6
月
●

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
公
演（
ロ
ン
ド
ン
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
）

海
老
蔵
、
亀
治
郎
／『
藤
娘
』『
か
さ
ね
』

9
月
●

U
A
E
公
演（
ア
ブ
ダ
ビ
、
シ
ャ
ル
ジ
ャ
）

萬
次
郎
／『
藤
娘
』

2
0
0
7
年

3
月
●

フ
ラ
ン
ス
公
演（
パ
リ
）

團
十
郎
、
海
老
蔵
、
亀
治
郎
／『
勧
進
帳
』『
口
上
』『
紅
葉
狩
』

7
月
●

中
国
公
演（
北
京
、
杭
州
、
上
海
、
広
州
）

坂
田
藤
十
郎（
四
世
）、
翫
雀
／『
傾
城
反
魂
香
』『
英
執
着
獅
子
』

●

ア
メ
リ
カ
公
演（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ワ
シ
ン
ト
ン
D
C
）

勘
三
郎（
十
八
世
）、
勘
太
郎
、
七
之
助
、
扇
雀
、
橋
之
助
／『
連
獅
子
』『
法
界
坊
』

『
勧
進
帳
』『
身
替
座
禅
』

2
0
0
8
年

3
月
●

中
国
公
演（
北
京
）

玉
三
郎
／『
牡
丹
亭
』『
楊
貴
妃
』

5
〜
6
月
●

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
公
演（
ベ
ル
リ
ン
、
シ
ビ
ウ
）

勘
三
郎
、
勘
太
郎
、
扇
雀
、
橋
之
助
／『
夏
祭
浪
花
鑑
』

9
月
●

ロ
シ
ア
公
演（
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
、
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
）

萬
次
郎
、
橘
太
郎
／『
藤
娘
』

2
0
0
9
年

3
月
●

中
国
公
演（
蘇
州
）

玉
三
郎
／『
牡
丹
亭
』

●

イ
ギ
リ
ス
公
演（
ロ
ン
ド
ン
）

菊
五
郎
、
菊
之
助
、
亀
治
郎
／『
N
I
N
A
G
A
W
A
十
二
夜
』
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＊『歌舞伎海外公演の記録』（松竹）、雑誌『演劇界』バックナンバー、ホームページ「歌舞伎美人」などを参考に編集部が作成した
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